
新規事業採択時評価結果（平成２３年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
三陸縦貫自動車道 

一般国道４５号 本吉
もとよし

気仙沼
け せ ん ぬ ま

道路（Ⅱ期） 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：宮城県気仙沼

け せ ん ぬ ま

市本吉
もとよし

町
ちょう

津谷
つ や

長根
な が ね

 

至：宮城県気仙沼
け せ ん ぬ ま

市本吉町九
もとよしちょうく

多丸
だ ま る

 
延長  ４．０ｋｍ 

事業概要  

三陸縦貫自動車道は、宮城県仙台
せんだい

市から岩手県宮古
み や こ

市に至る延長約２２０ｋｍの一般国道の自動車専用道路

であり、これまでに約１０５ｋｍが供用済みである。 

本吉気仙沼道路（Ⅱ期）は、三陸縦貫自動車道の一部を構成する道路で、気仙沼市本吉町津谷長根から九多

丸に至る延長４．０ｋｍの自動車専用道路である。 

事業の目的、必要性  

本吉気仙沼道路（Ⅱ期）は、宮城県沖地震における緊急輸送道路の確保、医療施設等拠点への速達性向上、

隘路区間の回避、交通事故の低減、物流効率化の支援を図る等、地域内外の交流・連携の促進に寄与するもの

である。 

全体事業費 約１４５億円 計画交通量  約８，８００台／日 

事業概要図  
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関係する地方公共団体等の意見  

 本吉気仙沼道路（Ⅱ期）は、気仙沼・本吉地域の高規格幹線道路網のミッシングリンクの解消を図るととも

に宮城県沖地震発生時における緊急輸送路の確保や救急医療機関へのアクセス向上等のために、必要不可欠な

事業であるため、平成23年度の新規事業化に同意致します。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

新規事業化については、妥当である。 

 

 
事業採択の前提条件  

■費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了：都市計画決定手続き完了（平成１８年４月２１日） 

事業評価結果 

総費用 １１４億円 総便益 １３９億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．２ 
事業費：   １０４億円 

維持管理費：  １０億円 

走行時間短縮便益：１１８億円 

走行経費減少便益：  １４億円 

交通事故減少便益：７．７億円 
平成２２年 

交通量変動 B/C＝1.1  (交通量     －10％) B/C＝1.3  (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.1  (事業費変動  ＋10％) B/C＝1.3  (事業費変動  －10％) 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果

事業期間変動 B/C＝1.1  (事業期間変動＋20％) B/C＝1.3  (事業期間変動－20％) 

評価項目 評価 根拠 

注目すべき影響はない。 
渋滞対策 － 

 

宮城県内平均死傷事故率の約2倍の箇所を含む当該区間の事故の減少が見込まれる。

（現況 死傷事故率:105.9件/億台キロ） 

事故対策 ◎ 【死傷事故率】 105.9件/億台キロ（現況）［死傷事故率(県内平均)＝56.4件/億台キロ］ 
※当該区間に並行する一般国道45号における最大死傷事故率 

 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

住民生活 ◎
医療施設等拠点への速達性向上 

(第2次医療施設気仙沼市立病院への時間短縮に寄与する道路である。旧本吉町(本吉総合支

所）～気仙沼市立病院の所要時間30分→17分)※事業中区間の供用を含む。 

地域経済 ○

地域連携の支援 

（市町村合併(H21.9.1)した、気仙沼市と旧本吉町の地域間を連携する道路である。） 

交通利便性の向上 

（三陸道の延伸により、仙台市～気仙沼市間の高速バスは東北縦貫道経由から一部三陸道経

由となり、利便性が向上。三陸道の整備により、高速バスの所要時間短縮や定時性の向上が

期待される。） 

物流効率化の支援 

気仙沼港のカツオ水揚げ高は１３年連続日本一で、その約６割は関東や関西などへ出荷。

三陸縦貫自動車道の整備により、鮮度が要求される水産物品の物流効率化が見込まれる。

災 害 ◎
津波浸水予測区域の回避 

（宮城県沖地震（今後30年以内の発生確率99%）の津波浸水予測区域を回避し、災害時の迅速

な緊急輸送や救援活動を支援する。） 

環 境 － 注目すべき影響はない。  

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ◎

交流促進・連携強化 

（気仙沼市から県都仙台市などのへのアクセス性向上が見込まれ、交流促進・連携強化が期

待される。：気仙沼市～仙台市の所要時間：146分→118分） 

※三陸縦貫自動車道事業中区間全線供用の場合 

事業実施環境 ○ 整備に対する要望が強い。 

採択の理由 
費用便益比が１．２と便益が費用を上回っていることから、都市計画手続きが完了し、事業採択の前提条件が

確認できる。 

また、宮城県沖地震など災害発生時における緊急輸送道路の確保、医療施設等拠点への速達性向上、産業支援

に寄与するほか、当該事業箇所の並行現道区間における線形不良区間等を回避し、円滑かつ安全な走行を可能と

する等、当該事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：三浦 真紀     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

凡 例

事業中

H23年度新規事業化

調査中

凡 例

事業中

H23年度新規事業化

調査中

津波浸水予測区域 

一般国道 45 号 

本吉気仙沼道路（Ⅱ期） 


